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◎
平
成
十
七
年
度
埼
玉
大
学
国
語
教
育
学
会
大
会 

総
会

　

○
平
成
十
八
年
十
二
月
二
日
（
土
）　

於
埼
玉
大
学

◇
研
究
発
表

　

◇
研
究
発
表

　

一
「
大
元
神
楽
の
研
究―

蛇
綱
を
中
心
と
し
て―

」

小
林　
　

雅
（
埼
玉
大
学
大
学
院
２
年
生
）

　

二
「
論
語
に
お
け
る
孔
子
の
天
命
観 

」

全　
　
　

英
（
埼
玉
大
学
大
学
院
２
年
生
）

　

三
「
国
語
教
材
と
し
て
の
ご
ん
ぎ
つ
ね
の
価
値
に
つ
い
て
」

山
岸　

俊
介
（
埼
玉
大
学
大
学
院
２
年
生
）

　

四
「
詩
を
ど
う
と
ら
え
る
か
」

山
本　

賢
一
（
埼
玉
大
学
大
学
院
２
年
生
）

　

五
「
確
か
な
言
語
能
力
の
向
上
を
め
ざ
し
た
指
導
の
研
究

―

論
理
的
文
章
の
指
導
事
項
・
指
導
過
程
の
明
確
化―

」

小
川
智
勢
子
（
埼
玉
大
学
大
学
院
２
年
生
・

三
郷
市
立
吹
上
小
学
校
教
諭
）

◇
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　

テ
ー
マ
：
文
学
と
教
育
を
め
ぐ
っ
て

―

〈
研
究
〉
と
い
う
視
座
か
ら―

　

シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
：
田
中　
　

実　

（
都
留
文
科
大
学
）

　
　
　
　
　
　
　
　

鶴
田　

清
司　

（
都
留
文
科
大
学
）

　
　
　
　
　
　
　
　

戸
田　
　

功　

（
埼
玉
大
学
）

　

司
会
：
：
：
：
：
山
本　
　

良　

（
埼
玉
大
学
）

◇
総
会

【
彙
報
】
（
平
成
十
八
年
四
月
～
平
成
十
九
年
三
月
）

◎
平
成
十
八
年
度
例
会

　

○
平
成
十
九
年
二
月
十
七
日
（
土
）　

於
埼
玉
大
学

◇
卒
業
研
究
発
表

　

一　

音
読
的
聞
き
方―

音
読
耳
を
育
成
す
る―

青
木　

栄
一
（
埼
玉
大
学
４
年
生
）

　

二　

川
端
康
成
『
伊
豆
の
踊
子
』
『
雪
国
』
論

―

反
転
す
る
『
読
み
』―

佐
藤　

治
郎
（
埼
玉
大
学
４
年
生
）

　

三　

日
当
山
侏
儒
の
研
究

下
出
水
華
子
（
埼
玉
大
学
４
年
生
）

◇
長
期
研
修
生
研
究
発
表

　

一　

Ｐ
Ｉ
Ｓ
Ａ
型
読
解
力
を
高
め
る

　
　
　

レ
ポ
ー
ト
の
指
導
方
法

宮
岡　

章
好
（
所
沢
市
立
松
井
小
学
校
教
諭
）

　

二　

中
高
一
貫
教
育
に
お
け
る

　
　
　
　
　
　

国
語
科
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
開
発

　
　
　
　
　

津
田　

顕
吾

（
さ
い
た
ま
市
立
浦
和
高
等
学
校
教
諭
）

◇
修
士
論
文
発
表

　

一　

神
事
芸
能
に
み
る
日
本
の
〈
カ
ミ
〉
観
念

　
　
　
　
　
　

―

西
本
土
の
神
楽
を
中
心
に―

小
林　
　

雅
（
埼
玉
大
学
大
学
院
２
年
生
）

　

二　

『
論
語
』
に
お
け
る
孔
子
の
天
命
観

全　
　
　

英
（
埼
玉
大
学
大
学
院
２
年
生
）

　

三 

『
ご
ん
ぎ
つ
ね
』
を
中
心
と
し
た
文
学
教
育
研
究

山
岸　

俊
介
（
埼
玉
大
学
大
学
院
２
年
生
）

　

四 
 

詩
は
何
を
教
え
ら
れ
る
か

山
本　

賢
一
（
埼
玉
大
学
大
学
院
２
年
生
）

　

五　

確
か
な
言
語
能
力
の
向
上
を
め
ざ
し
た
指
導
の
研
究

―

論
理
的
文
章
の
指
導
事
項
・
指
導
過
程
の
明
確
化―

実
践
検
証
を
中
心
に

小
川
智
勢
子
（
埼
玉
大
学
大
学
院
２
年
生
・

三
郷
市
立
吹
上
小
学
校
教
諭
）

◎
平
成
十
七
年
度
修
士
論
文　

卒
業
論
文
題
目

　

○
修
士
論
文
題
目

　

平
成
十
八
年
度
修
了
生
（
平
成
十
九
年
三
月
修
了
）

確
か
な
言
語
能
力
の
向
上
を
め
ざ
し
た
指
導
の
研
究

　

―

論
理
的
文
章
の
指
導
事
項
・
指
導
過
程
の
明
確
化―

実
践
検
証
を
中
心
に

小
川
智
勢
子

神
事
芸
能
に
み
る
日
本
の
〈
カ
ミ
〉
観
念

　

―

西
本
土
の
神
楽
を
中
心
に―

小
林　
　

雅

『
論
語
』
に
お
け
る
孔
子
の
天
命
観

全　
　
　

英

『
ご
ん
ぎ
つ
ね
』
を
中
心
と
し
た
文
学
教
育
研
究山

岸　

俊
介

詩
は
何
を
教
え
ら
れ
る
か

山
本　

賢
一
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○
卒
業
論
文
題
目

天
の
香
具
山
の
表
現
性

上
野　

香
織

吉
野
弘
詩
の
表
現
特
性

　

～
繰
り
返
し
を
中
心
に
し
て
～

篠
原　

景
子

現
代
が
必
要
と
す
る
国
語
教
科
書
の
姿

平
田　

由
布

音
読
的
聞
き
方　

―

音
読
耳
を
育
成
す
る―

青
木　

栄
一

森
鷗
外
研
究　

―

歴
史
的
小
説
に
つ
い
て―

金
成
有
希
子

村
上
龍
論　

―

『
共
生
虫
』
に
み
る
村
上
流―

遠
藤　
　

智

ザ
シ
キ
ワ
ラ
シ
論

大
場
真
奈
美

『
松
本
大
洋
に
学
ぶ
』

加
賀　

孝
征

宮
沢
賢
治
研
究

金
野　

隆
光

風
物
か
ら
見
る
『
万
葉
集
』

川
端　

清
貴

「
マ
ン
ガ
に
見
る
教
育
」

木
内　

裕
和

「
貝
原
益
軒
『
養
生
訓
』
に
み
る
中
国
養
生
思
想
」

菊
池　

愛
美

読
書
志
向
を
多
様
化
さ
せ
る
た
め
の

　
　
　
　
　
　

教
師
の
働
き
か
け
に
つ
い
て

栗
城　

智
枝

認
知
領
域
に
働
き
か
け
る
語
彙
指
導
の
構
想

　

―

表
現
マ
ッ
プ
法
の
補
完
的
用
法
に
つ
い
て―黒

川　

和
恵

武
者
小
路
実
篤
研
究

桑
島　
　

敦

夏
目
漱
石
「
前
期
三
部
作
」
を
読
む

河
野　
　

愛

樋
口
一
葉
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー

近
藤　

光
世

寺
山
修
司
詩
歌
研
究

酒
井　
　

優

ミ
ヒ
ャ
エ
ル
・
エ
ン
デ

佐
瀬　

正
伸

川
端
康
成
『
伊
豆
の
踊
子
』
『
雪
国
』
論

　

ー
反
転
す
る
「
読
み
」
ー

佐
藤　

治
郎

中
国
古
代
の
刑
罰
観
に
つ
い
て

佐
藤　

文
美

日
当
山
侏
儒
の
研
究

下
出
水
華
子

山
梨
県
富
士
吉
田
市
の
方
言

曽
根　

郁
美

『
晩
年
』
論

　

―

太
宰
治
の
「
真
実
」
と
し
て
の
「
生
」
と
「
死
」

其
田　

充
司

『
坂
の
上
の
雲
』
研
究

高
橋　

典
子

国
語
科
に
お
け
る
教
科
横
断
的
能
力
の
育
成
に
つ
い
て

　

～
Ｐ
Ｉ
Ｓ
Ａ
型
「
読
解
力
」
に
着
目
し
て
～多

田　
　

藍

日
本
語
ブ
ー
ム
の
真
相

田
中　
　

啓

富
士
講
考　

～
発
展
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
～

谷
平　

祐
介

手
塚
治
虫
論

辻　

あ
ゆ
み

表
現
力
を
つ
け
る
国
語
教
育

富
樫
優
里
子

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
を
題
材
と
し
て
授
業
計
画

中
澤　

知
秋

教
室
に
お
け
る
児
童
の
発
言
を
ど
う
生
か
す
か

　

―

お
互
い
の
発
言
を
生
か
す
た
め
の
ル
ー
ル
の
共
有
化

中
村　

絵
美

李
娃
伝
の
研
究

　

―

李
娃
伝
に
描
か
れ
る
女
性
観―

中
村　

智
美

ド
ラ
え
も
ん
研
究

成
岡　

香
子

「
平
安
時
代
の
文
学
作
品
に
見
る
手
紙
と
心
の
考
察
」

馬
場　

朋
子

鴻
巣
の
コ
ウ
ノ
ト
リ
伝
説
考

藤
井　

修
司

「
ア
ー
ノ
ル
ド
・
ロ
ー
ベ
ル
研
究
」

　

ー
『
お
て
が
み
』
を
基
に
ー

藤
井　
　

渉

青
年
期
女
子
を
中
心
に
多
用
さ
れ
る
省
略
語
に
つ
い
て

藤
原　

祐
介

女
｛
女
咼
｝
神
話　

―

中
国
神
話
の
研
究

馬
籠　
　

香

あ
さ
の
あ
つ
こ
『
バ
ッ
テ
リ
ー
』
論

馬
島　

朋
子

上
代
に
お
け
る
色
彩
感
覚

松
岡　

睦
美

デ
ィ
ズ
ニ
ー
映
画
と
原
作
の
比
較

宮
家　

愛
美

芥
川
龍
之
介
の
生
涯

森
川　

隆
志

生
活
に
活
か
せ
る
国
語
の
学
習
に
つ
い
て

柳
橋　

広
子



― 9� ―

富
山
県
の
方
言

　

―
尊
敬
の
助
動
詞
「
～
レ
ル
・
ラ
レ
ル
」
を
中
心
に―

保
田
み
ゆ
き

不
使
用
状
況
に
耐
え
る
漢
字
学
習
の
在
り
方

山
崎　

沙
織

万
葉
集
に
お
け
る
七
夕
歌
の
表
現

横
山　

卓
司

阮
籍
の
「
詠
懐
詩
」
に
つ
い
て

脇
田　
　

治

『
現
代
小
説
中
の
記
号
の
使
用
に
つ
い
て
』

　

～
「
？
」
と
そ
の
周
辺
～

和
田　

宣
子

◎
埼
玉
大
学
国
語
教
育
学
会
研
究
奨
励
賞
受
賞
論
文
の

　

紹
介
と
講
評

　

平
成
十
一
年
度
よ
り
、
研
究
・
教
育
の
活
性
化
の
た
め
、

学
生
会
員
の
作
成
し
た
卒
業
論
文
の
中
か
ら
特
に
優
秀
と

認
め
ら
れ
た
も
の
を
表
彰
し
て
い
ま
す
。
第
八
回
に
あ
た

る
平
成
十
八
年
度
は
、
七
点
の
論
文
に
研
究
奨
励
賞
（
賞

状
と
副
賞
）
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

以
下
は
、
受
賞
し
た
論
文
の
紹
介
と
講
評
で
す
。

「
音
読
的
聞
き
方―

音
読
耳
を
育
成
す
る―

」
青
木　

栄
一

　

群
読
や
朗
読
等
の
音
読
指
導
に
お
い
て
、
児
童
生
徒
に

読
み
方
の
工
夫
に
つ
い
て
考
え
さ
せ
た
り
話
し
合
わ
せ
た

り
す
る
こ
と
は
多
い
。
け
れ
ど
も
、
そ
の
た
め
に
必
要
な

先
行
経
験
が
十
分
に
与
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
少
な
い
よ

う
で
あ
る
。
本
研
究
は
、
奥
野
庄
太
郎
の
提
唱
し
た
「
聴

き
方
教
授
」
を
再
評
価
し
た
う
え
で
、
そ
れ
に
基
づ
い
た

読
み
方
指
導
の
具
体
策
を
構
想
し
た
も
の
で
あ
る
。
さ
ら

に
、
様
々
な
読
み
方
の
具
体
例
を
聴
か
せ
る
こ
と
で
児
童

生
徒
が
読
み
方
の
工
夫
が
で
き
る
よ
う
、
い
く
つ
か
の
代

表
的
な
教
科
書
教
材
に
つ
い
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
読
み
方
の

実
例
を
対
比
的
に
並
べ
、
読
み
方
に
よ
っ
て
い
か
に
印
象

が
違
う
か
、
又
、
違
う
世
界
と
し
て
表
現
す
る
こ
と
に
な

る
の
か
を
、
面
白
く
聴
き
な
が
ら
身
に
つ
け
ら
れ
る
よ
う

に
工
夫
し
た
録
音
教
材
を
作
成
、
添
付
し
た
も
の
で
あ
る
。

先
行
研
究
を
ふ
ま
え
つ
つ
、
ユ
ニ
ー
ク
な
提
案
を
実
例
を

使
っ
て
実
証
し
よ
う
と
し
て
お
り
、
そ
の
創
見
性
が
高
く

評
価
さ
れ
た
。

（
文
責　

戸
田 

　

功
）

「
樋
口
一
葉
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー

─
『
た
け
く
ら
べ
』
『
に
ご
り
え
』
論
─
」　

近
藤　

光
世

　

樋
口
一
葉
の
「
た
け
く
ら
べ
」「
に
ご
り
え
」
を
ジ
ェ
ン

ダ
ー
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
の
視
点
、
方
法
論
か
ら
考
察
し
た

好
論
文
で
あ
る
。
一
葉
の
生
涯
や
同
時
代
の
社
会
状
況
と

い
っ
た
コ
ン
テ
ク
ス
ト
を
歴
史
的
に
調
査
・
分
析
す
る
の

み
な
ら
ず
、
同
時
に
テ
ク
ス
ト
の
丹
念
な
分
析
を
積
み
上

げ
て
、
そ
の
上
に
自
身
の
問
題
意
識
を
位
置
づ
け
て
い
る
。

　

「
た
け
く
ら
べ
」
論
に
お
い
て
は
、
美
登
利
の
変
貌
の
原

因
は
何
か
と
い
う
論
争
を
、
同
じ
く
「
に
ご
り
え
」
論
に

お
い
て
は
心
中
事
件
の
真
相
は
何
か
と
い
う
従
来
の
論
争

を
再
検
討
し
、
さ
ら
に
「
頭
痛
」「
持
病
」
等
の
表
現
が
女

た
ち
の
一
面
を
照
ら
し
出
す
表
現
で
あ
る
と
し
て
、「
に
ご

り
え
」
の
「
お
力
」
は
覚
醒
し
た
「
美
登
利
」
で
あ
る
と

い
う
視
点
を
打
ち
出
す
等
、
真
摯
な
考
察
を
示
し
た
。

（
文
責　

山
本　
　

良
）

「
川
端
康
成
『
伊
豆
の
踊
子
』
『
雪
国
』
論

　
　
　
　
　
　
　
　
　

―

反
転
す
る
『
読
み
』―

」　
佐
藤　

治
郎

　

本
論
文
は
川
端
康
成
の
代
表
作
二
作
を
取
り
上
げ
、
そ

れ
を
「
旅
」
と
い
う
共
通
の
コ
ー
ド
に
よ
っ
て
読
み
解
く

こ
と
に
よ
っ
て
、
主
人
公
「
私
」
の
カ
タ
ル
シ
ス
や
「
非

現
実
の
美
」
の
発
見
と
い
っ
た
従
来
の
枠
組
み
を
再
検
討

し
た
好
論
文
で
あ
る
。『
伊
豆
の
踊
子
』
論
に
お
い
て
、「
私
」

の
「
孤
児
根
性
」
か
ら
の
脱
却
は
踊
子
と
の
真
の
出
会
い

に
よ
っ
て
果
た
さ
れ
た
の
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
「
私
」

の
空
想
の
内
部
に
お
い
て
で
あ
り
、
ま
た
『
雪
国
』
の
「
島

村
」
は
お
の
れ
が
固
執
す
る
「
非
現
実
の
美
」
に
よ
っ
て

最
終
的
に
は
否
定
さ
れ
、
そ
れ
と
反
転
す
る
か
た
ち
で
女

た
ち
の
生
が
生
々
し
く
浮
か
び
上
が
る
構
造
と
な
っ
て
い

る
と
い
っ
た
結
論
と
、
そ
れ
を
導
く
丹
念
な
考
察
が
高
く

評
価
さ
れ
る
。

（
文
責　

山
本　
　

良
）

「
中
国
古
代
の
刑
罰
観
に
つ
い
て
」

佐
藤　

文
美

　

本
論
文
は
、
中
国
古
代
社
会
に
お
い
て
「
刑
罰
」
と
い

う
も
の
が
、
ど
う
い
う
性
格
の
も
の
で
あ
っ
た
の
か
の
解

明
を
、
当
時
の
漢
文
文
献
の
検
討
と
先
行
研
究
の
解
読
を

通
し
て
試
み
た
も
の
で
あ
る
。

　

具
体
的
に
言
え
ば
、
先
ず
前
漢
の
文
帝
期
に
行
わ
れ
た

「
刑
法
改
革
」
に
焦
点
を
あ
て
、
そ
れ
が
『
漢
書
刑
法
志
』

を
は
じ
め
と
す
る
漢
代
の
文
献
に
は
ど
の
よ
う
に
描
か
れ

て
お
り
、
当
時
の
人
々
に
ど
の
よ
う
に
評
価
さ
れ
た
か
を

確
認
す
る
。
そ
し
て
「
改
革
」
と
い
う
制
度
の
揺
ら
ぎ
の

中
か
ら
あ
ぶ
り
出
さ
れ
て
き
た
当
時
の
刑
法
観
・
刑
罰
観
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を
、
冨
谷
至
・
籾
山
明
と
い
う
新
進
気
鋭
の
中
国
刑
法
史

研
究
家
の
研
究
成
果
を
手
引
き
と
し
な
が
ら
解
明
し
よ
う

と
し
て
い
る
。

　

最
終
結
論
を
言
え
ば
、
中
国
古
代
に
お
け
る
刑
罰
と

は
、
犯
し
た
罪
に
対
す
る
償
い
（
＝
応
報
刑
）
で
は
な
く
、

犯
罪
が
完
遂
さ
れ
る
こ
と
を
予
防
す
る
「
威
嚇
刑
」
の
側

面
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
し
た
。
ま
た
文
帝
の
改
革

に
つ
い
て
は
、
肉
刑
（
鼻
削
ぎ
、
足
斬
り
等
身
体
を
損
傷

さ
せ
る
刑
罰
）
を
廃
止
す
る
こ
と
を
中
心
と
す
る
も
の
で

あ
っ
た
わ
け
だ
が
、
こ
の
改
革
意
味
に
つ
い
て
、
当
時
表

明
さ
れ
た
見
解
か
ら
は
、
文
帝
と
い
う
皇
帝
の
慈
悲
深
さ

の
称
揚
＝
漢
王
朝
の
美
化
を
目
指
し
た
も
の
で
あ
っ
た
こ

と
を
指
摘
す
る
。
ま
た
先
行
研
究
を
踏
ま
え
て
の
検
討
を

通
し
て
、
こ
の
刑
法
改
革
に
は
、
秦
の
制
度
か
ら
脱
皮
し

て
、
漢
に
よ
る
新
し
い
制
度
を
創
設
し
た
い
と
い
う
、
漢

王
朝
の
独
自
性
の
主
張
・
確
立
と
言
う
、
政
治
思
想
史
的

側
面
が
あ
る
こ
と
、
及
び
、
肉
刑
（
＝
身
体
の
恒
久
的
な

変
形
→
人
間
の
異
型
化
）
と
い
う
刑
罰
が
始
原
か
ら
帯
び

て
い
た
属
性
を
払
拭
し
て
新
し
い
人
間
的
な
刑
法
観
を
確

立
し
よ
う
と
い
う
、
社
会
史
的
な
側
面
が
あ
っ
た
の
で
は

な
い
か
、
と
し
て
い
る
。

　

漢
文
文
献
の
読
み
込
み
、
難
解
な
研
究
書
の
解
読
と
い

う
、
や
っ
か
い
な
二
つ
の
仕
事
を
同
時
進
行
で
行
い
な
が

ら
、
稿
者
な
り
の
見
方
を
提
示
し
よ
う
と
い
う
意
思
が
伺

え
る
も
の
で
あ
り
、
労
作
で
あ
る
と
言
え
る
。

（
文
責　

薄
井　

俊
二
）

「
日
当
山
侏
儒
の
研
究
」

下
出
水
華
子

　

本
研
究
は
、
鹿
児
島
県
に
伝
わ
る
民
話
「
日
当
山
侏
儒
」

の
生
成
過
程
に
つ
い
て
論
じ
る
。
日
当
山
侏
儒
と
は
徳
田

太
兵
衛
と
い
う
実
在
す
る
地
頭
の
こ
と
で
あ
る
。

　

当
民
話
に
は
実
在
す
る
地
頭
が
知
恵
を
使
っ
て
殿
様
を

批
判
す
る
、
と
い
う
類
話
に
は
な
い
要
素
が
存
す
る
。
こ

の
点
に
関
し
て
本
論
文
で
は
、
地
頭
と
い
う
職
に
着
目
す

る
。
地
頭
と
は
藩
内
の
下
級
武
士
を
管
理
・
観
察
す
る
役

職
で
、
薩
摩
藩
が
独
自
に
設
け
た
中
間
管
理
職
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
独
自
な
中
間
職
が
あ
る
こ
と
、
及
び
火
山
に

よ
る
不
作
が
続
く
薩
摩
の
過
酷
な
風
土
と
民
衆
へ
の
圧
力

と
が
影
響
し
て
、
本
民
話
は
成
立
し
た
と
説
く
。

　

民
話
再
生
産
の
過
程
や
、
民
話
と
風
土
と
の
影
響
関
係

に
つ
い
て
一
つ
の
可
能
性
を
提
示
し
て
い
る
。
そ
の
点
に

論
と
し
て
の
発
展
性
が
感
じ
ら
れ
た
。
加
え
て
綿
密
な
調

査
と
、
明
確
な
論
理
構
成
と
が
評
価
さ
れ
た
。

（
文
責　

飯
泉　

健
司
）

「
山
梨
県
富
士
吉
田
市
の
方
言
」

曽
根　

郁
美

　

本
論
文
は
山
梨
県
富
士
吉
田
市
に
お
け
る
方
言
語
彙
、

文
法
に
つ
い
て
論
じ
た
も
の
で
あ
る
。
調
査
は
若
年
、
中

年
、
老
年
の
各
年
齢
層
を
対
象
と
し
合
計
十
六
名
を
対
象

と
し
て
行
い
、
調
査
項
目
は
当
方
言
に
特
徴
的
と
思
わ
れ

る
語
彙
（
カ
ジ
ル
、
ボ
ッ
コ
、
シ
ミ
ル
、
ワ
ニ
ワ
ニ
ス
ル

な
ど
）
お
よ
び
文
法
事
項
（
ツ
ラ
、
ラ
、
ズ
ラ
、
チ
ョ
な

ど
）
で
あ
る
。
ま
た
、
男
女
差
や
世
代
差
に
よ
る
使
用
語

彙
の
違
い
や
方
言
使
用
意
識
の
あ
り
方
な
ど
に
つ
い
て
も

議
論
が
お
よ
び
、
富
士
吉
田
市
方
言
に
対
す
る
総
合
的
な

調
査
報
告
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
本
論
文
は
先
行
研

究
『
山
梨
県
方
言
の
変
化
に
関
す
る
社
会
言
語
学
的
研
究
』

(

二
〇
〇
一)

の
報
告
と
比
較
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
お

り
、
貴
重
で
あ
る
。

(

文
責　

村
上　
　

謙)

「
ド
ラ
え
も
ん
研
究
」

成
岡　

香
子

　

ア
ニ
メ(

マ
ン
ガ)

と
書
籍
の
両
方
を
視
野
に
入
れ
て

行
っ
た
研
究
で
あ
る
。
の
び
太
と
ド
ラ
え
も
ん
と
の
関
わ

り
を
教
育
学
的
に
読
み
解
こ
う
と
し
た
。
の
び
太
の
自
己

成
長
（
発
達
）
に
ド
ラ
え
も
ん
が
ど
の
よ
う
に
関
与
し
て

い
る
の
だ
ろ
う
か
と
い
う
問
題
意
識
で
あ
る
。
ジ
ャ
イ
ア

ン
と
ス
ネ
オ
、
又
、
静
香
と
い
う
友
だ
ち
、
あ
る
い
は
、

の
び
太
の
母
と
い
う
様
々
な
人
と
の
関
わ
り
の
中
で
、
の

び
太
は
成
長
し
て
い
く
の
だ
が
、
そ
の
成
長
過
程
に
お
い

て
ド
ラ
え
も
ん
は
「
支
援
」
と
い
う
形
で
、
特
に
心
よ
り

も
物
の
面
で
の
び
太
を
激
励
し
て
い
る
。
し
か
し
、
ド
ラ

え
も
ん
は
エ
ロ
ス
を
持
た
ず
、
エ
ロ
ス
を
発
揮
し
得
な
い

の
で
、
の
び
太
が
成
長
す
る
の
は
静
香
と
の
関
わ
り
に
お

い
て
で
あ
ろ
う
と
推
測
す
る
。
こ
の
論
証
過
程
が
見
事
で

あ
っ
た
。

（
文
責　

竹
長　

吉
正
）



― 9� ―

編 

集 

後 

記

　

『
埼
玉
大
学
国
語
教
育
論
叢
』
第
十
一
号
を
お
届
け
し
ま
す
。

　

本
号
に
収
録
の
「
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
は
、
昨
年
の
大
会(

平

成
十
八
年
十
二
月
二
日)

で
行
わ
れ
た
も
の
を
掲
載
し
た
も
の

で
す
。
そ
の
後
に
シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
と
司
会
者
に
よ
る
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
を
振
り
返
っ
て
の
事
後
論
文
を
掲
載
し
て
あ
り
ま
す
が
、

執
筆
時
期
に
開
き
が
あ
り
ま
す
の
で
、
こ
こ
に
お
知
ら
せ
い
た

し
ま
す
。
山
本
先
生
の
も
の
は
大
会
終
了
直
後
の
十
二
月
に
執

筆
さ
れ
学
会
報
第
二
十
三
号
に
掲
載
さ
れ
た
も
の
を
転
載
し
ま

し
た
。
戸
田
の
も
の
は
一
年
以
上
経
過
し
た
一
月
に
書
か
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
鶴
田
先
生
の
も
の
は
十
一
月
、
田
中
先
生
の

も
の
は
十
二
月
で
す
。
田
中
先
生
の
も
の
か
ら
内
容
が
公
開
書

簡
に
も
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
申
し
添
え
ま
し
た
。

　

ま
た
、
本
号
に
は
研
究
論
文
二
篇
の
ほ
か
に
、
薄
井
先
生
に

よ
る
中
国
へ
の
調
査
旅
行
の
報
告
記
を
載
せ
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
会
員
諸
氏
に
は
、
論
文
に
限
ら
ず
、
こ
れ
か
ら
も
活
発

な
ご
投
稿
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。(

Ｔ)




